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平成２６年度墨田区立業平小学校経営報告書 

平成２７年３月９日 

 

学 校 目 標 独 学 自 修 

目 指 す 学 校 像 子どもの学びを大切にして、確かな学力を育てる学校 

歴史と新しさが共存する学校 

教職員が協働の姿勢で、組織的に指導・実践する学校 

保護者・地域との連携を大切にする学校 

目 指 す 子 供 像 ・進んで学ぶ子 ・優しい子 ・元気な子 

目 指 す 教 師 像 教育に対する熱意と使命感をもつ教師 

豊かな人間性と思いやりのある教師 

子ども一人ひとりの良さや可能性を引き出す教師 

責任感と協調性を有し、互いに高めあう教師 

 

１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己 
評価 

改善策 

各

教

科

等

指

導 

学校は、子供たちに確かな学

力を育てるために、分かりやす

い授業の実施に努めているか。 
Ｂ 

・基礎・基本を重点とした授業改善を進める。 

・ＩＣＴを活用した授業を実施する。 

・2年生から算数尐人数指導を実施する。 

・出前授業を活用する。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、特別な支援を必要と

する子供に対して、組織的に適

切な支援を行っているか。 

Ａ 
・授業時の取り出し指導を実施する。 

・放課後学習教室週 2回、放課後すみだ塾週１回全学年

で実施する。 

Ａ Ａ 

 学校は、子供たちの将来の自

立に向けた教育活動・相談活動

に取り組んでいるか。 

Ｂ 
・社会で役立とうという意識を育成する。 

・人間関係形成能力・情報活用能力を養う。 Ｂ Ｂ 

 

 

 

 
 

  

学校関係者評価委員会の意見等 

D 層の児童数が減少し学力が少しずつ向上しているのは、学校の粘り強
い取組のおかげであり高く評価できる。学校独自の放課後学習教室等実
施など、特別な支援を要する児童に対しての対応が見て取れる。是非継
続してほしい。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己 
評価 

改善策 

生

活

指

導

等 

学校は、子供たちの問題行動

の予防や解決に組織的に取り組

んでいるか。 

Ｂ 
・生活指導朝会、生活指導研修会の充実を図る。 
・校内のいじめ対策委員会の充実を図る。 Ｂ Ｂ 

 学校は、子供たちが基本的な

生活習慣を身に付け、望ましい

人間関係を作るための心の教育

を行っているか。 Ａ 

・業平ルールを重点課題とし、その定着を図る。 
・生活リズムカード「いきいき貯金」を活用する。 
・年間 2 回人権月間、週間を実施する。 
・オリンピック教育を通して「おもてなしの心」
を育成する。 

 
 

Ａ Ａ 
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 学校は、子供たちの安全を確

保するための取組を行っている

か。 
Ｂ 

・校舎内外の環境を整備する。 

・安全教育について保護者への理解を深める。 

・学校情報連絡メールを活用する。 

・安全教育プログラムを活用する。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、子供や保護者からの

意見や要望を把握し、教育活動

の点検や改善に役立てている

か。 

Ｂ 

・学校行事毎のアンケートの実施する。   

・保護者会、個人面談を工夫する。 

・ホームページ、学校掲示板を充実させる。 
Ｂ Ｂ 

 

 
 

  

学校関係者評価委員会の意見等 
本来は保護者のしつけの部分ではあるが、生活･学習習慣形成のための養
護教諭による生活リズムカードの取組はすばらしい。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己 
評価 

改善策 

学

校

の

管

理

運

営 

学校は、管理職の経営方針を

もとに、組織的な教育活動・学

校運営を行っているか。 

Ａ 
・組織の機動性を最優先した運営組織を作る。 
・組織としての業平小ＯＪＴを明確にする。  Ａ Ａ 

 学校は、子供の実態に合わせ

た具体的な目標の設定及び評価

を適切に行っているか。 

Ｂ 
・「進んで学ぶ子」を重点目標とし、その定着を図
る。  
・ 

Ｂ Ｂ 

 学校には、適切な教育活動が

行える環境・設備等が整えられ

ているか。 

Ｃ 
・実物投影機を全学級に配置する。 

・特別教室に大型モニターを設置する。 

・全トイレを改修する。 

Ｂ Ｂ 

  

 

 

  

学校関係者評価委員会の意見等 

学校前の歩道に花壇が完成したのは良かった。特に安全面で玄関門扉が
設置され適切に運用されているので安心できる。他校と比較するとトイ
レ等の古さが気になる。早急な対応をお願いしたい。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 
状況 

改善策 
自己 
評価 

改善策 

家

庭 

・

地

域

連

携 

学校は、教育方針や日常の教

育活動の様子などを分かりやす

く伝えているか。 

Ａ 
・ＨＰや学校・学年・学級だより、校長室だよりでの情

報発信を充実させる。 Ａ Ｂ 

 学校は、保護者や地域の理解

や協力を得て教育活動を進めて

いるか。 Ｂ 

・PTA 行事への職員の参加と協力を行う。 

・ゲストティーチャーや読書ボランティアの授業協力を

推進する。 

・地域の施設、偉人等を教育活動に取り入れ、地域の文

化や伝統に触れる。 

Ｂ Ｂ 

  

 

 

  

学校関係者評価委員会の意見等 

保護者や地域を学校の教育活動に取り組んでいるのは評価できる。今後
も連携を充実させてほしい。アンケート回収率も９４％超えはすばらし
いが、まだ、意識の低い保護者がいる。 
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２ 平成２６年度学校評価のまとめ 

設問に対し保護者が分からないと答えた項目に心の教育があるが、保護者の関心・意識が低い気が

する。保護者は学校のことをよく分かっていないのか？学校側の情報発信が低いのか？学校として

もさらなる工夫が必要。挨拶に関しては学校側の指導だけでは限界がある。生活習慣や学習習慣の

項目もそうであるが、保護者･学校双方向が意識して取り組まなければ、解決に向かえない。その点

で、生活リズムカード「いきいき貯金」の取組は評価できる。 

 総じて、学校の教育活動に対し高く評価するが、さらに保護者を教育活動に取り組んで意識を向

けさせる必要がある。 

 

 

以上の通り報告いたします。 

 

墨田区立業平小 学校 校長 瀬 戸 英 一 印 

 


